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要旨： 近年，技能検定シーケンス制御作業 3 級の受検者が増えてきている．それに伴い，2 級受検の機会も

増え，在職者以外の受検者も出てきている．就職志望時に，2 級取得が企業側の判断材料としても有利なもの

となる．本校生産エンジニアリング科では，シーケンス制御に関する授業の内容について，シーケンス制御を

初めて学ぶ学生でも，シーケンス制御作業 2 級の取得を可能にする体制を目指してきた．その取り組みについ

て報告する．
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１．はじめに

近年，工業高校出身者の技能検定シーケンス制

御作業 3 級取得者が増えている．また，更なる 2

級への挑戦や，在職者の 2 級受検も増えてきてい

る状況である．

企業としても，こういった資格取得のための啓

発や資格取得者の確保を行っている．

本校，生産エンジニアリング科の学生について

も，製造業のメンテナンス職種，製造装置製作の

製作職種といった求人に対し，技術習得の証明と

して，技能検定シーケンス制御作業 2 級が必要と

とらえ，取得を目指せるよう指導している．

そのため，本科では，シーケンス制御に関する

学習として，シーケンス制御，およびシーケンス

制御応用において行っている．また，メカトロニ

クス実習，生産システム実習では，応用的かつ実

践的なシーケンス制御の学習を行っている．

ここでは，シーケンス制御作業 2 級取得のため

の実技試験合格への取り組みについて報告する．

２．技能検定シーケンス制御作業について

シーケンス制御作業は，電気機器組立て職種の

中の 1 作業である．プログラマブルコントローラ

（以下 PLC と略す）による装置への配線，及びプ

ログラムをすることで，仕様通り動作させること

を行う作業である．

PLC は，製造装置などのメイン機能として使用

されており，装置の動作には欠かせないものであ

る．

実技試験では，製作等作業試験，計画立案等作

業試験がある．製作等作業試験は，対象装置とPLC

との配線接続，仕様に基づくプログラムの作成を

行う．計画立案等作業試験は，PLC のプログラミ

ングとシステム設計に関する問題を解いていくも

のとなっている．

学科試験については，PLC システムの企画・設

計・製作・動作試験・保全などの制御作業に関す

る知識，および電気機器組立て一般，電気，製図，

機械工作法，材料，関係法規，安全衛生などに関

する知識が問われるものとなる．

受検機会は 1 年に 1 度で，後期のみとなってい

る．そのため受検機会は在校中（2 年）に最大 2

回となる．

図１ 実習盤
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３．実技試験受検に向けた取り組み

3.1 取り組みの概要

検定合格のための取り組みとしては，学科，実

技（製作等作業試験，計画立案等作業試験）があ

るわけだが，学科および実技の計画立案等作業試

験については，過去に出題された内容について取

り組むことにより，ある程度の理解が深まると思

われる．

しかし，製作等作業試験については，年度が変

わる毎に新しい内容，動作といったことがあり，

過去の課題を見直すことだけでは対応が難しいと

ころがある．

そのために，これまでの内容に追加して，関連

する命令や回路等の知識が必要となる．

3.2 シーケンス制御関連授業

生産エンジニアリング科における，シーケンス

制御に関する授業としては，表 1 にあるように，

1 年次前期後半のシーケンス制御から始まる．

表１ シーケンス制御関連授業

科目名 開講時期 単位数

シーケンス制御 1 年前期後半 1 単位

シーケンス制御応用 2 年前期 1 単位

メカトロニクス実習 2 年前期 6 単位

生産システム実習 2 年通期 6 単位

3.3 1 年次における取り組み

1 年次のシーケンス制御においては，シーケン

ス制御の基礎から回路の作成法，基本的な回路の

動作や組み立て等について学んでいく．

この授業を受講することにより，シーケンス制

御作業 3 級の実技課題について，取り組めるまで

の知識取得を目標としている．

多くの学生は，この科目を通してシーケンス制

御を学ぶことで 3 級を受検することになる．

工業高校で関連学科を卒業し，入校した学生と

高校在学中に 3 級を取得している学生の場合，3

級の受検をせずに，2 級を目指すことが可能とな

る．これまでも，数名の学生がこの条件により 1

年次に 2 級を受検した．

通常授業において，応用命令などの 2 級課題の

対策となる内容は 2 年次に行われるため、このよ

うな場合，放課後などの授業外の時間において，

課題への取り組み，練習を行うことになる．

3.4 2 年次における取り組み

2 年次には前期に行われる，シーケンス制御応

用においては，応用回路について学ぶ．このこと

により，2 級課題の多ビットデータの扱いや演算，

デジタルスイッチや 7 セグメント表示器などへの

入出力といった知識を深められることになる．

また，関連する実習として，メカトロニクス実

習および生産システム実習がある．この実習では，

学生たちが設計・加工・組立し製作した FA シス

テム（図 2）を制御することを目的としている．

機器制御のメインコントローラに PLC を用い

ることで、実践的なプログラミングの経験が可能

となる．

図２ FA システム

このような授業を通して，シーケンス制御につ

いての基礎から応用までを学んでいく．

そして，1 年次にはシーケンス制御作業 3 級，2

年次には 2 級の課題について必要な知識を学んで

いく形になっている．

3.5 卒業研究での取り組み

しかし，通常授業での学習は，受検者以外の学

生もいるため，試験対策として学習していくこと

はできない．検定試験への対応の細部については，

個人対応が必要になる．

そこで，個人対応の部分で，個人学習が可能と

なることを考慮し，実技試験対策マニュアルの作

成を開始した．受検に関連する学生の卒業研究の

対象として平成 28 年度に行った．

3.5.1 作成１（平成 28 年度）

マニュアル作成に取り組んだ学生は，関連外の
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学科出身の学生で1年次は3級を受検しなかった．

内定先の企業を考慮し，2 年次に検定受検を希

望したため 3 級受検ではあるが，その先を見据え

ての 2 級に関するマニュアル作成に取り組むこと

となった．

作成に先立ち，課題の内容を理解してもらうた

め過去の課題のプログラミングに取り組んだ．

課題への取り組みから，必要と思われる項目と

して次の 3 項目についてまとめた．

(1)命令に関する説明

例として論理演算 WAND 命令説明図を図 3 に

示す．
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

BIN 変換した D1 の内容を 4 ビットの入

力を 3 ビットにして D2 に変換する 

PB1 の入力を数えない。 

図３ WAND 回路

(2)出題頻度の高い回路に関する説明

出題される課題で頻繁に利用される，オルタネ

ート回路，フリッカ回路といった回路について説

明した．

(3)出題対策としての説明

出題される課題の中で，重要と思われる動作に

関する回路について説明する．自動動作中に演算

し，その結果を表示する回路と実際の動きを説明

する図を図 4 に示す．

D1 の数値と K3（×3)をして D2 に

入力する。 

D2 の値を DPL1 に表示する。 

 

入力された数値が 7、定数が 3 のため表

示は 21 になる。 

コンベアが左へ動いて左端に到達した

ときに数値が LS に入力される。 

この 33 となっているのは 16 進数だと 33 になる。今

回は BCD 変換を用いて 2 桁の 10 進数に変換したため

21 と表示している。 

図４ 演算結果表示回路

マニュアル完成時期が受検後となるため，同時

期の 2 級受検者に利用してもらうことはできなか

った．作成した学生については，マニュアル作成

中に 3 級合格を果たした．学生本人は，難易度の

高い 2 級に関するマニュアル作成に取り組んでい

たこともあり，受検時は容易に回路作成ができた

ということだった．

マニュアルを用いた練習は，次年度の受検者か

ら利用してもらった．その結果としては，

①命令に関する説明が一部分かりにくい．

②数値データの扱い分かりにくい．

③新しい課題への対応がない．

といった意見があった．

3.5.2 改良１（平成 30 年度）

そこで，平成 30 年度の卒業研究課題として，マ

ニュアルの改良を，2 級を受検する学生から取り

組んでもらった．

この学生は，2 級受検は初めてである．マニュ

アルを用いて課題に取り組んでもらった．

その結果，次のような改善が必要と思われる項

目が出てきた．

①数値データの内容が不明．

②論理演算に関する説明が欲しい．

③出題対策の回路説明が不足している．

この 3 項目について，

①については，色分けと，記号表示をしてデー

タの関連を分かり易くした．

②については，論理演算に関する説明と，図を

追加することで，演算内容を理解できるようにし

た．

③については，対策回路に色分けや説明を追加

し，回路としての動きが理解できるようにした．

作成途中に検定本番に臨み，新たな課題の内容

についても，対策の一つとして追加した．

3.5.3 改良２（令和元年度）

残念ながら，平成 30 年度は合格者がいなかっ

た．マニュアル改善をした学生については，僅か

なところで合格に至らない状況だった．

そこで，令和元年度も 2 級受検者がいたため，

2 度目のマニュアル改良に取り組んでもらった．

前年度同様，マニュアルを利用しながら，過去

の課題に取り組み，改良すべき点について検討し

た．それにより，次の 3 点が挙げられた．

①動作の概要を追加
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②過去 3 年分の変化を追加

③命令の説明を改良，追加

①については，過去の課題に取り組むときに動

作の概要を知ったうえで作成することができる．

②については，受検対策として 3 年分の前年度

からの変化を抜き出した．過去の課題に取り組む

ときに変化部分を変更して作成することが可能で

あったり，この後の変化を予想したりすることが

可能となる．

③については，これまで命令に関する説明のみ

だったため，動作などの動きを表すタイムチャー

トや動作例を追加し，命令の理解を深めるように

した．

受検後に前年度同様，出題された課題と対策に

ついて，次年度出題される課題の予想を追加した．

3.6 今年度の取り組み

今年度について，2 級受験者は 1 名だった．今

回は 2 回目の改良を行ったマニュアルを使用して

もらった．過去の課題に取り組むときに各種項目

等についての説明を利用し，作成に取り組んでい

た．マニュアルの使用とともに，関連する演習課

題を設けた．似通った回路を数回にわたり作成す

ることで，課題に対する理解が深まったものと思

われる．

４．取り組みの結果

過去 5 年間の受検者，及び合格者を表 2 に示す．

合格者数が空欄である昨年度は，コロナ禍によ

り未開催，今年度については結果が判明していな

いためである．

表２ 2 級受検者数および結果（過去 5 年）

年度 受検者数 合格者数

H29 4 1

H30 6 0

R01 1 0

R02 未開催

R03 １

５．おわりに

これまで，技能検定 2 級取得のための取り組み

を行ってきた．受検者数，学生本人のスキルや経

験，実技試験問題の傾向といったことが毎年変わ

ってくるため，一様な指導では，資格取得に結び

付けるのは難しい．また，機材にも制限があるた

め，学生の個人学習についても制限をせざるを得

ないこともありうる．

そのため，2 級合格者を増やす目的で，学生に

よる検定合格マニュアルの作成と，実際に使用す

ることで必要と思われる改良点を見つけ出し，2

度にわたる改良を加えてきた．

マニュアルを用いての成果については，必要な

知識のみならず，今年度行った演習となる課題も

追加することで，更なる知識習得と対応力の向上

につながると思われる．対策となる項目も年々増

えていくことにより，個人学習に利用できるよう

なマニュアルになってきていると思われる．

今後もこのマニュアルについて改良を加え，対

策マニュアルとしての充実に繋げていきたい．こ

れまでの取り組みを踏まえ，一般的な 2 級合格率

である，30~40％を上回る合格者数にしていける

ように取り組みを続けていきたい．
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